
小松節子の
県
経
営
者
協
会
の
副
会
長
に
就
任
し
て
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広
島
県
経
営
者
協
会
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
県
商
工

会
議
所
連
合
会
、
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
、
県
商
工
会

連
合
会
と
並
ぶ
広
島
の
経
済

４
団
体
の
一
つ
に
位
置
付
け

ら
れ
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
の
地
方
組
織
と
し
て
、
主

に
労
働
関
係
の
諸
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
県
経
営
者
協
会
の
副

会
長
に
、
６
月
上
旬
の
総
会

で
東
広
島
地
区
選
出
の
副
会

長
に
推
薦
さ
れ
、
就
任
し
ま

し
た
。
会
長
は
西
川
ゴ
ム
の

西
川
正
洋
代
表
取
締
役
会
長

が
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
公
平
な
立
場
で
労
使
紛

争
の
解
決
を
目
指
す
広
島
県

労
働
委
員
会
の
使
用
者
委
員

を
10
年
以
上
務
め
て
き
ま
し

た
し
、
海
外
の
労
使
関
係
も

み
て
き
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
副
会

長
と
い
う
大
き
な
立
場
で
、

西
川
会
長
の
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
多
く
の
企
業
が
賃
上

げ
や
人
手
不
足
を
喫
緊
の
課

題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
1
6

5
社
で
組
織
す

る
協
会
に
は
、

人
事
労
務
関
係

の
役
員
も
多
く

加

わ

っ

て

お

り
、
会
社
を
支

え
る
存
在
で
も

あ
る
、
そ
の
人

た
ち
と
一
緒
に

課
題
解
決
に
当

た
っ
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　
も
う
一
つ
、

女
性
の
地
位
向

上
に
も
目
を
向

け

て

い

き

ま

す
。
総
会
後
の

講
演
会
で
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
の
長
谷

川
知
子
常
務
理
事
は
、
世
界

各
国
の
男
女
間
の
不
均
衡
を

示
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
（
表
参
照
）
で
、
日
本

の
低
さ
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
女
性
は
多
様
性
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）
の
大
き
な
柱

で
す
。
女
性
に
は
そ
の
こ
と

を
自
覚
し
て
ほ
し
い
で
す

し
、
経
営
者
自
身
も
、
も
っ
と

女
性
が
活
躍
で
き
る
場
を
与

え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

スイスの非営利団体が公表。男性に対する女性の割合を示す。０が完全不平等、１
が完全平等。日本は１４５カ国中、１２５位。「教育」「健康」は世界トップクラスだが、
「政治」「経済」分野の女性参画率が低い

出典　世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダーギャップ報告書」（２０２３）から作成
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アイスランド（０・９１２）
１位/１４６カ国
日本　０・６４７
１２５位/146カ国
平均　０・６８４

経済参画（０・５６１）

教育（０・９９７）

〇労働参加率の男女比
〇同一労働の賃金の男女格差
〇推定勤労所得の男女比
〇管理職の男女比
〇専門・技術者の男女比

政治参画（０・０５７）
〇国会議員の男女比
〇閣僚の男女比
〇最近５０年の行政府の長の
　在任年数の男女比

〇識字率の男女比
〇初等・中等・高等教育
　就学率の男女比

健康（０・９７３）
〇出生児性比
〇健康寿命の男女比


